
 

複数の現地機関に関係する横断的な課題について 

令和６年３年 29日 

地域振興課 
 

 

 

複数の現地機関に関係する横断的な課題のうち、次に掲げるもの 

○ 現地機関の長で構成する「地域振興会議」において設定された 

特に重要な「横断的な課題」  

○ 知事が指示した「横断的な課題」 

 

     地域振興局長が他の現地機関を統括し、解決に向けてリーダーシップを発揮 

 

 

〔地域課題への対応イメージ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置付け 

Ａ

Ｂ

Ｃ

２複数の現地機関に関係する「横断的な課題」のうち、各現地機関
が主体となり、他の現地機関と連携・協力しながら課題解決に当
たるもの
⇒ 広義の「横断的な課題」

３複数の現地機関に関係する横断的な課題のうち、地域振興局長の

統括の下に課題解決に当たるもの

⇒ 狭義の「横断的な課題」

定義

・現地機関の長で構成する「地域振興会議」において設定された

特に重要な「横断的な課題」

・知事が指示した「横断的な課題」

上記の「横断的な課題」で、知事が決定したもの。

（※本庁部局とも共有、連携）

１複数の現地機関に関係せず、個別の現地機関で処理する課題 Ａ

Ｂ

Ｃ

複数の現地機関に関係する

「横断的な課題」

地域課題



　　 令和６年度　複数の現地機関に関係する横断的な課題

局名 横断的な課題 施策の柱

１　医療・介護・生活支援の更なる充実と教育の強化

２　広域的な公共交通施策の推進と暮らしを守るインフラの整備

３　豊かな自然環境の保全や、地域の特性を活かした脱炭素

４　地域に息付く文化の承継

１　農林水産業、商工業の振興

２　新たな価値観・行動を捉えた広域観光の推進

「教育が人を呼び込む」首都圏からの利便性と人
を活かした地域づくり

１　移住・定住、交流人口・関係人口の増加に向けた取組の推進

浅間山の防災体制の強化 １　広域避難計画の策定

１　早期の全線開通に向けた連携強化

２　周辺道路網の調査及び整備

１　地域と一体となった観光需要の回復

２　観光地の魅力を高めるインフラの整備

１　持続可能な産業の実現に向けた取組

２　世界基準を見据えたワイン産地づくり

１　道路網の整備、地域公共交通の充実、防災・減災の推進

２　医療・福祉の充実、健康づくりの推進、子育て・子育ち支援

３　移住の促進、つながり人口の創出・拡大

持続可能な脱炭素社会の地域づくり １　持続可能な脱炭素社会に向けた取組の推進

１　水環境保全

２　湖辺面活用・まちづくり

３　調査研究・学びの推進

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な振興方策の検討・展
開

２　観光地域ブランドの向上・特色ある観光素材の広域展開

３　生態系やCO2吸収源となる森林資源の保全・利活用

八ヶ岳・霧ヶ峰の豊かな自然と共生する地域づくり

　　 令和６年度にそれぞれの地域において、地域振興局長が他の現地機関を統括し、

　　 現地機関が一体となって、本庁部局とも共有、連携しながら、解決に取り組みます。

　リーダーシップを発揮しながら解決に当たる「横断的な課題」は次のとおりです。

中部横断自動車道の整備促進

上田地域の魅力の向上と発信による人を惹きつけ
る観光地域づくり

「晴れやかな空の下、心晴れやかに暮らす」確か
な生活の基盤づくり

「佐久の産業は粒ぞろい」未来につなげる産業づく
り

佐
久

上
田

地域を支える産業のグレードアップ

穏やかに暮らし続けられる地域づくり

諏
訪

諏訪湖創生ビジョンの推進

別添



局名 横断的な課題 施策の柱

１　地域産業の担い手となる女性・若者の確保・育成

２　郷土に誇りと愛着を持てる人材の育成

１　産業の振興

２　安全・安心の基盤整備

３　医療・福祉の充実

４　学びの環境整備

５　豊かな自然環境の保全と利活用

１　広域観光の推進

２　交流の促進

３　移住・定住の促進

１　脱炭素社会の実現に向けた体制整備

２　エネルギー自立地域に向けた取組の推進

３　CO2吸収増に向けた取組の推進

１　人材や企業を呼び込む「つながり」の創出と地域の魅力発信

２　高速交通網を活かす道路交通基盤整備

３　リニアバレー構想を実現するための取組の推進

１　伝統芸能の保存・継承の促進

２　ゼロカーボン社会に向けた取組の促進

３　小規模町村等との連携

１　地域の強みを活かした観光コンテンツと受入環境の充実

２　地域の特性を活かし、皆があこがれる農業の実践

３　地域資源のフル活用を目指した林業・林産業への転換

１　健康で暮らせる地域づくりと地域医療等の充実

２　災害に強い基盤整備の推進・地域防災体制の強化

上
伊
那

誰もが安心して、快適に暮らし、人生を楽しめる
「まち・暮らし」づくり

南
信
州

伊那谷の未来を創る「ひと」づくり

22世紀も二つのアルプスにライチョウが生息し続
けられる「脱炭素社会」づくり

人が集い、新たな価値を共創する「つながり」づくり

高速交通網開通の効果を地域づくりに最大限に活
かす基盤整備

伝統を守り未来を見据えた持続可能な地域づくり

地域資源や特性を活かし地域を支える産業振興

安全・安心に暮らすことができる住みやすい地域
づくり



局名 横断的な課題 施策の柱

１　林業・木材産業の振興

２　林業・木材産業の人材育成

３　地域資源を活かした自然エネルギーへの転換、二酸化炭素排
出抑制

１　日本遺産を活かした観光地域づくりと広域観光の推進

２　御嶽山の魅力発信

１　地域の強靭化

２　御嶽山安全対策

１　人材の確保、移住の促進

２　協働による地域づくりの推進

３　広域連携の推進、地域公共交通の確保

１　空港を利用して来県される観光客の周遊観光振興

２　空港利用の促進

３　空港の魅力向上と周辺施設の整備

１　防災意識や災害対応能力の向上

２　県土強靱化の推進

１　県内各地域や隣接県と連携した広域的な観光振興

２　広域連携の促進を目指した道路ネットワークの整備

１　特産品等を活かした産業振興

２　移住・定住の促進と中山間地域の魅力向上

３　地域の特性を活かしたサステナブルなまち・むらづくりへの支援

１　地域特産物のブランド化の推進

２　健全な森林の育成と広葉樹林など森林資源の利活用の推進

３　中小企業の経営基盤強化の支援と若者の地元企業への就職
促進

１　長期滞在型観光の推進とインバウンドの復興支援

２　観光分野におけるSDGｓや農観連携等の推進

３　移住・定住の促進と人材の確保

１　地域公共交通の支援とJR大糸線の利用促進

２　ゼロカーボンに向けた取組の推進

３　砂防施設等の整備、緊急輸送道路の防災機能強化と地域防災
力の向上

４　生涯を通じた学びや地域活動の支援と共生社会に向けた取組

５　地域住民の健康づくりとシニアの居場所づくりの推進

木
曽

木曽らしさを活かした観光振興

地域防災力・減災力の強化

地域ブランドを活かしたゆたかな暮らしと移住への
取組

人口減少下における持続可能な地域づくり

林業・木材産業の振興と森林資源を活かした二酸
化炭素吸収源の確保

地域の中で安心して生活できる環境を整え、次の
世代につなぐ

農業、林業、製造業などの稼ぐ力を高める

観光誘客や移住者増加につながる地域の魅力を
高め、発信する

北
ア
ル
プ
ス

中部山岳エリアにおける広域的な観光振興と交通
網の整備

信州まつもと空港の利用促進と拠点整備の推進

大規模地震・噴火・水害等々の発生に備えた対策
の充実・強化

松
本



局名 横断的な課題 施策の柱

１　防災・減災による安全安心な地域づくり

２　脱炭素地域づくり

１　新たな需要に応える観光地域づくり

２　移住者やつながり人口を呼び込む魅力的な地域づくり

１　デジタル技術の活用による産業・経済の活性化やＤＸ人材の育
成

２　「ながの果物語り」プロジェクトによる果樹振興

１　郷土愛を育み、子育て世代が安心して暮らせる地域づくりの推
進

２　キャリア教育や起業、就労の場の確保の推進

３　移住者、つながり人口創出の推進

１　農産物の生産・消費拡大の推進

２　付加価値の高い通年型観光の推進

３　圏域を越えた広域観光の推進

４　産業の担い手の確保・育成

１　雪対策の推進

２　保健・医療・介護、公共交通等の生活基盤の維持

３　安全・安心を確保するための県土の強靭化

３　地域資源を活かしたゼロカーボンの推進

収益性の高い農業・国際競争力の高い観光業の
振興

雪国の暮らしを支える生活基盤の維持と確保

大規模災害の経験を生かした自然災害に強い地
域づくりの推進

ポストコロナ時代に選ばれる魅力的な地域づくり
の推進

人口減少下にあってもデジタル技術や地域の強み
を生かした地域づくりの推進

北
信

長
野

人々が、交流し活躍する暮らしの推進



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・佐久地域の医療体制整備
・健康づくり・フレイル予防に向けた取組
・高校再編を契機とする新たな学びの推進に向けた支援

・長野県地域公共交通計画策定に向けた取組
・公共交通の利用促進に向けた官民連携による施策の推進
・農地、農業用施設、林道施設、道路、河川等の復旧・改良

・二ホンジカの食害による森林などの生物多様性への影響を調査・検証
・小中学校の教員及び児童・生徒を対象とした、温暖化社会の現状と適応策
に関する体験型研修会の開催

・農業用水の保全と歴史文化の学びの推進
・地域ブランドの振興と食文化の普及促進

・佐久産農畜産物の地域内流通体制確保に向けた、農産物直売所出荷者と
宿泊施設等とのマッチングの推進
・木のある暮らしの推進に向けた体験型イベントや森林環境教育の実施

・東信州エリアにおける日本酒やワインを軸とした広域観光の推進
・小海線におけるアウトドアアクティビティ利用者向け列車の実証運行やサイク
リング等モニターツアーの実施

・特色ある教育や移住者の生活スタイル等を紹介する移住ガイドブックの作成
・管内関係団体と連携し、地域の魅力を発信する移住相談会の開催

・防災セミナーの開催及び防災訓練の実施並びに市町村の広域避難計画策
定支援
・火山噴火活動の監視・観測体制を維持・強化するため、浅間山火山監視シ
ステムを改修

・山梨県等との連携を強化し、未整備区間である長坂JCT（仮称）から八千穂
高原ICまでの建設促進のため、国への要望活動を推進
・全線開通を見据えた、物流・貿易・企業誘致・観光などの分野での利用促進

・中部横断自動車道の効果を最大限生かすため、道路網の調査及び整備

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

佐久地域の横断的な課題
　【令和６年度】

「教育が人を呼び込む」首都圏からの
利便性と人を活かした地域づくり

１　移住・定住、交流人口・関係人口の増加に
向けた取組の推進

「教育が人を呼び込む」首都圏からの利便性
と人を活かした地域づくり

１　移住・定住、交流人口・関係人口の増加に向けた取組の推進

浅間山の防災体制の強化 １　広域避難計画の策定 浅間山の防災体制の強化

１　広域避難計画の策定

「佐久の産業は粒ぞろい」未来につな
げる産業づくり

１　農林水産業、商工業の振興

「佐久の産業は粒ぞろい」未来につなげる産
業づくり

１　農林水産業、商工業の振興

２　新たな価値観・行動を捉えた広域観光の推
進

２　新たな価値観・行動を捉えた広域観光の推進

「晴れやかな空の下、心晴れやかに
暮らす」確かな生活の基盤づくり

１　医療・介護・生活支援の更なる充実と教育の強化

３　豊かな自然環境の保全や、地域の特性を
活かした脱炭素

３　豊かな自然環境の保全や、地域の特性を活かした脱炭素

中部横断自動車道の整備促進

１　早期の全線開通に向けた連携強化

中部横断自動車道の整備促進

１　早期の全線開通に向けた連携強化

２　周辺道路網の調査及び整備
２　周辺道路網の調査及び整備

４　地域に息付く文化の承継
４　地域に息付く文化の承継

「晴れやかな空の下、心晴れやかに暮らす」
確かな生活の基盤づくり

１　医療・介護・生活支援の更なる充実と教育の強化

２　広域的な公共交通施策の推進と暮らしを守
るインフラの整備

２　広域的な公共交通施策の推進と暮らしを守るインフラの整備

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてます。



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

1 地域と一体となった観光需要の回復

・稲倉の棚田における体験型観光や農作業体験を支援及び「全国棚田(千枚田）サミットin上田」の開催(10月）に合わせた
地域の魅力発信
・上田地域の観光地等の認知度を高め、観光誘客につなげるため、観光キャンペーンの実施や情報発信を充実
・菅平高原や湯の丸高原におけるスポーツ合宿について、市町村、長野県スポーツコミッション顧問等と連携し、国内外から
の強化合宿等の誘致を推進
・急速に回復しているインバウンドに対応するため、交通、ＤＸ、多言語対応など受入環境の整備を推進
・広域的な観光誘客の取組を上小地域観光戦略会議を活用して官民一体となって推進
 ・サイクルツーリズム推進のため、関係者による地域の振興方針の検討、ローカル・サイクルルートの検討、試乗会を開催
し、関係者間で自転車利用の有効性を共有及び案内看板やラック等の整備の検討など各種取組を実施
・食を活かした観光地域づくりを推進するため、講演会や生産者と実需者を繋ぐ取組等を実施
・農産物直売所機能を活用した食や観光情報の発信

2 観光地の魅力を高めるインフラの整備

・湯の丸高地トレーニング施設へのアクセス道路を整備
・菅平高原のランニングコースを兼ねた歩道等を整備

1 持続可能な産業の実現に向けた取組

・地域の伝統的工芸品産業の上田紬・農民美術・手作り打上花火の認知度の向上、魅力発信、販売促進、技術の継承及び
新たな事業展開を支援
・コロナ禍の影響を受ける事業者の事業の安定や事業再構築の相談体制の確保、融資の迅速なあっ旋、円滑な事業承継
を支援。また、創業を目指す方にはきめ細やかな支援を実施
・若者、女性、県外者などの就業促進を図るため、関係機関と連携し、各種支援事業を推進
・地域未来投資促進法を活用した製造業をはじめとする産業の集積促進や、牽引事業計画の実施事業者に対し補助金や
不動産取得税課税免除等による支援を実施
・企業や教育機関、市町村等と連携し、地域の森林・林業の振興を目指す「にぎやかな森プロジェクト」の推進
・化学農薬や化学肥料を低減した環境負荷軽減農法の取組を拡大・支援
・就農支援の強化による農業を担う人材の確保・育成

2 世界基準を見据えたワイン産地づくり

・ワイン・ツーリズムの充実を図るため、ワイン関連拠点の整備・創出やインタープリターの育成、情報ツールの作成を推進
・ワイン用ぶどうの質と量の向上につながる技術向上セミナー等を開催・支援
・千曲川ワインバレー特区協議会の事業への協力・支援
・新たな栽培ほ場の確保に向けた地域計画の策定支援

1 道路網の整備、地域公共交通の充実、防災・減災の推進

・国道143号バイパス（青木峠トンネル）の整備促進
・砂防ダム等の整備による令和元年災フォロー（災害復旧後の整備）を促進
・一級河川求女川（東御市県）や矢の沢川（上田市長瀬）の護岸整備を促進
・ため池の耐震・豪雨対策の推進
・市町村及び事業者と連携し、地域公共交通の維持に不可欠な担い手を確保する取組を実施

2 医療・福祉の充実、健康づくりの推進、子育て・子育ち支援

・信州ＡＣＥ（エース）プロジェクトを推進
・データ分析結果の情報提供等により市町村における効果的な保健事業の実施を支援
・運動教室への講師派遣や講座開催等により運動の習慣化と健康増進を支援
・稲倉の棚田等を活用した不登校児童の農作業体験受入れを支援
・福祉事業者と農業者とのマッチングを支援（農福連携の促進）
・人と猫が安心して暮らせる地域を実現するための取り組みを実施

3 移住の促進、つながり人口の創出・拡大

・稲倉の棚田における体験型観光や教育旅行（農作業体験）等を活用した都市農村交流を支援【再掲】
・管内市町村と連携し、移住促進に向けた取組を実施

1 持続可能な脱炭素社会に向けた取組の推進

・地域資源を活かしたゼロカーボンの普及啓発活動（住宅太陽光設備の普及促進）
・ゼロカーボンに繋がる体験型環境講習会等の開催
・農業用水（菅平ダム）を活用した小水力発電設備の整備
・主伐・再造林の推進による地域森林の若返り推進及びSGEC認証材の利用促進
・ゼロカーボン社会（脱炭素社会）に貢献できる農業技術の普及・定着を推進
・工務店等への啓発を通じ、快適で健康に優しく、エコな信州健康ゼロエネ住宅を普及・促進

持続可能な脱炭素社会の地域づくり
１　持続可能な脱炭素社会に向けた取組の推
進

持続可能な脱炭素社会の地域づくり

穏やかに暮らし続けられる地域づくり穏やかに暮らし続けられる地域づくり

１　道路網の整備、地域公共交通の充実、防
災・減災の推進

２　医療・福祉の充実、健康づくりの推進、子育
て・子育ち支援

３　移住の促進、つながり人口の創出・拡大

上田地域の横断的な課題
　【令和６年度】

１　地域と一体となった観光需要の回復

２　観光地の魅力を高めるインフラの整備

２　世界基準を見据えたワイン産地づくり

地域を支える産業のグレードアップ

上田地域の魅力の向上と発信による
人を惹きつける観光地域づくり

地域を支える産業のグレードアップ

１　持続可能な産業の実現に向けた取組

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

上田地域の魅力の向上と発信による人を惹
きつける観光地域づくり

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・水草刈取船によるヒシの刈取り
・ヒシ除去量の増加に向けた新たな仕組みづくりの検討
・覆砂による湖底からの窒素・りんの溶出抑制
・水辺の昆虫(メガネサナエ）の保全に向けた啓発事業
・諏訪湖有用水産資源増殖技術開発
・魚類の生息状況調査（R5年度県民参加型予算により設置した浮き漁礁の効果検証）
・「諏訪湖まるまるゴミ調査」の実施
・治山施設の整備
・環境にやさしい農業の取組拡大に向けた周知・支援

・流入河川河口部を中心とした治水浚渫
・湖内の利水・生態系保全を目的とした浚渫の調査・検討
・諏訪湖サイクリングロード「レイクサイドオアシス（休憩施設）」の整備
・ソーシャルメディアを活用した諏訪地域の観光ブランドの向上
・サイクルツーリズムの連携を検討するための「諏訪地域自転車観光合同連絡会議（仮
称）」の開催
・河川空間オープン化後の活用支援

・諏訪湖環境研究センター（仮称）における生態系保全に係る調査・研究
・「諏訪湖の案内人」（仮称）の養成
・「諏訪湖の日」の周知
・堆肥化したヒシの普及拡大による諏訪湖の流域資源循環形成促進
・手作業によるヒシの除去体験事業

・市町村との連携による八ヶ岳西麓の総合的な振興策の検討・展開
・日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」を活かした地域活性化
・「八ヶ岳西麓ワインバレー」の認知度向上に向けた情報発信
・ワイン用ブドウの生産振興を支援
・ジビエ消費拡大に向けた情報ツール制作と魅力発信
・環境にやさしい農業の取組拡大に向けた周知・支援【再掲】

・ソーシャルメディアを活用した諏訪地域の観光ブランドの向上【再掲】
・サイクルツーリズムの連携を検討するための「諏訪地域自転車観光合同連絡会議（仮
称）」の開催【再掲】
・日本遺産「星降る中部高地の縄文世界」　縄文トレイルサイクリングコースの開発
・観光客にもわかりやすい道路の整備
・道路改良や歩道設置、修繕等、安全で快適な道路環境の整備
・世界かんがい施設遺産「滝之湯堰 大河原堰」の周辺環境整備

・カーボンオフセットの仕組みづくりを支援
・八ヶ岳・霧ヶ峰エリアの森林整備支援
・登山道の整備
・外来植物・優占植物除去による高原植生の回復
・霧ケ峰自然保護センターのエコツーリズムの拠点としての機能強化

八ヶ岳・霧ヶ峰の豊かな自然と共生
する地域づくり

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な
振興方策の検討・展開

八ヶ岳・霧ヶ峰の豊かな自然
と共生する地域づくり

１　八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした総合的な 振興方策の検討・展開

２　観光客減少への対応・特色ある観光素材
の広域展開

２　観光地域ブランドの向上・特色ある観光素材の広域展開

３　生態系やCO2吸収源となる森林資源の保
全・利活用

３　生態系やCO2吸収源となる森林資源の保全・利活用

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

諏訪湖創生ビジョンの推進

１　水環境保全

諏訪湖創生ビジョンの推進

１　水環境保全

２　湖辺面活用・まちづくり

２　湖辺面活用・まちづくり

３　調査研究・学びの推進

３　調査研究・学びの推進

諏訪地域の横断的な課題
　【令和６年度】

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてます。



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・女性・若者が働きたくなるＩＣＴ・ソフト産業などの先進事例の研究
・南信工短における先端機器での実験・実習などによる「ものづくりのスペシャリスト」の育成
・官民連携による「上伊那×若者プロジェクト」の取組を通じた仕事と暮らしの魅力ＰＲ
・高校生を対象とした先端技術を活用した林業体験や建設業施工体験の実施
・地域の主要産業である製造業で働く魅力を伝えるUIJターン就活イベントの開催支援
・スマート農林業の導入による職場環境の改善を進め人材の確保・育成を推進

・産学官民連携による伊那谷のキャリア教育の推進
・小学生を対象とした「農業用水探検隊」等を通じた郷土愛の育成

・上伊那地域材の利活用促進に向けた、アンテナショップとECサイトの開設及び青空市の開催
・アルストロメリア等の特産花きや地元酒米を使った地酒のPR
・「おためし立地チャレンジ長野リニア版」による企業と連携した女性や若者の就業促進・空き家対策等の取組の推進

・流域治水のための「スマート田んぼダム」実証モデル事業の実施
・多文化共生防災セミナーや外国人等のための防災訓練の実施
・能登半島地震の課題を踏まえた災害対策本部上伊那地方部の防災体制の強化
・県の基幹的路線みすずハイウエイバスの利用促進
・県公共交通計画のアップデートと通院・通学・観光の視点からの地域公共交通ネットワークの検討
・駅周辺の整備に係るUDCによる助言など、高校再編を見据えて伊那市が進める新たなまちづくりの取組の支援
・国道153号伊那バイパス・伊駒アルプスロード等、リニアとのアクセス基盤の整備促進
・放置竹林の整備技術の普及とリーダーの育成

・ドクターバンク、地域医療人材拠点病院支援事業による地域の医師確保
・「信州こどもカフェ」等の子供の居場所づくりの推進に向けた運営支援や情報発信
・シニア大学における多世代交流イベント等の実施による高齢者の活躍の推進

・芸術・スポーツなど特徴的なコースのある管内県立高校の魅力発信
・高校再編に伴う新校懇話会への参画と地元市町村等の意向を踏まえた高校跡地の活用の検討

・農業資産であるため池の保全と観光資源としての情報発信
・国立公園や国定公園等自然公園の保護と利活用に向けた若い世代への啓発

・みすずハイウェイバス乗車とＶＣ長野トライデンツゲーム観戦をセットにした企画チケットの販売
・県内主要観光地やセントレア空港等でインバウンド向け上伊那地域のPRやアンケートの実施
・サイクルトレインの運行支援やモデルルートの動画配信によるサイクルツーリズムの推進
・伊那谷ビュースポットのデジタルマップ化と観光での活用
・リニア開業を見据えた首都圏・中京圏等での観光PRイベントの実施

・合庁内におけるデジタルサイネージ等を活用した県事業や地域の魅力などの情報発信の強化
・プロスポーツチームと連携した地域の魅力発信による「スポーツ×まちづくり」の推進
・国道153号伊那バイパス・伊駒アルプスロード等、リニアとのアクセス基盤の整備促進（再掲）
・リニア開通を見据えた広域二次交通の検討

・UIJターン希望者向け伊那谷移住セミナー開催支援
・官民連携による「上伊那×若者プロジェクト」の取組を通じた仕事と暮らしの魅力ＰＲ（再掲）

・産学官民が連携した「上伊那ゼロカーボン・プラットフォーム」によるシンポジウム開催
・企業・事業所部門の省エネ促進のための勉強会の開催
・「inadani sees」を拠点とするくらしふと信州と連携したゼロカーボンシフト普及啓発の取組の推進

・ペロブスカイト型太陽電池の先進地視察やモデル的設置の検討
・木質バイオマスエネルギー利用施設の導入支援（補助制度の活用や広報活動）
・農業用水を活用した小水力発電整備への支援

・上伊那地域材の利活用促進に向けた、アンテナショップとECサイトの開設及び青空市の開催（再掲）
・子供向け木製玩具等をはじめとした木工製品開発や販路開拓等の支援及びウッドチェンジの普及
・ゼロカーボンに向けた断熱性能の高い住宅の普及のためのPR強化
・県産材利用促進のため合同庁舎木質化（第２弾）の実施

５　豊かな自然環境の保全と利活用
５　豊かな自然環境の保全と利活用

３　医療・福祉の充実

３　医療・福祉の充実

22世紀も二つのアルプスにライ
チョウが生息し続けられる「脱炭素
社会」づくり

１　脱炭素社会の実現に向けた体制整備

22世紀も二つのアルプスにライチョウが
生息し続けられる「脱炭素社会」づくり

１　脱炭素社会の実現に向けた体制整備

２　エネルギー自立地域に向けた取組の推
進

２　エネルギー自立地域に向けた取組の推進

３　CO2吸収増に向けた取組の推進

３　CO2吸収増に向けた取組の推進

人が集い、新たな価値を共創する
「つながり」づくり

１　広域観光の推進

人が集い、新たな価値を共創する
「つながり」づくり

１　広域観光の推進

２　交流の促進

２　交流の促進

３　移住・定住の促進

３　移住・定住の促進

４　学びの環境整備
４　学びの環境整備

誰もが安心して、快適に暮らし、人
生を楽しめる「まち・暮らし」づくり

１　産業の振興

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

伊那谷の未来を創る「ひと」づくり

１　地域産業の担い手の確保・育成

伊那谷の未来を創る「ひと」づくり

１　地域産業の担い手となる女性・若者の確保・育成

２　郷土に誇りと愛着を持てる人材の育成

２　郷土に誇りと愛着を持てる人材の育成

誰もが安心して、快適に暮らし、人生を楽
しめる「まち・暮らし」づくり

１　産業の振興

２　安全・安心の基盤整備

２　安全・安心の基盤整備

上伊那地域の横断的な課題
　【令和６年度】

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し



・リニア長野県駅(仮称)及び三遠南信自動車道アクセス道路の整備

・伊那谷の強みを活かした重点的な取組の具体化
・リニアバレー構想戦略的チャレンジの見直し
・リニアアクセス検討会議及びリニア駅前広場活用検討会議に参画し、リニア駅を基点と
　した交通関係や魅力発信を検討

・民俗芸能団体が求める支援とパートナー企業の強みを活かした支援のマッチングの実施
・ユネスコ無形文化遺産登録を契機に、民俗芸能の魅力や理解を促進するパネル巡回展等
　を商業施設や銀座NAGANO等で実施

・南信州環境メッセ2024やゼロカーボンミーティングin南信州の開催
・企業間連携を促進する「環境産業見本市」の開催
・主伐後の再造林による森林吸収源対策等ゼロカーボン戦略の推進
・省エネ・再エネ普及拡大に向けたプラットフォームの共同運営等
・放置竹林を整備し、竹を土木資材へ活用するなど資源化を推進

・担当職員制を通じた小規模町村支援の実施
・特定地域づくり事業協同組合の設立に向けた支援

・里山の資源を活用した体験型観光コンテンツの研究
・三遠南信地域の県境を越えた三圏域（静岡県、愛知県、長野県）における観光情報等の
　相互発信及び飯田線を生かした広域連携を推進
・矢羽根による路面標示区間の延長等サイクルツーリズムの受入環境整備
・南信州シードルのブランド化に向けた課題解決の支援

・生産者や飲食店等で組織する「南信州伝統野菜協議会（仮）」の設立及び消費者への伝
　統野菜のＰＲ活動支援
・日本なし産地再生プロジェクトにより、早期多収省力栽培技術などの導入推進やモデル
　ミニ団地整備に向けた園地集積・経営モデルの提案
・企業の農業参入など新たな担い手確保に繋がる耕作条件の改善を支援
・農地利用の将来の姿を考える地域計画の策定を通じた担い手の確保と農業基盤の整備を
　推進

・架線系作業システム普及に向けた本格架線施業箇所の拡大
・シカ捕獲個体を回収し、ジビエ生産の仕組みづくりに活用

　・病院と診療所等をつなぐ遠隔診療の体制づくりを支援

・水害に強い安全安心な地域づくりにつながる流域治水の推進
・大震災時における小規模町村の支援体制を強化
・フェリンググラップル付きトラックを用いたライフライン沿い危険木伐採の試験施工

安全・安心に暮らすことができる
住みやすい地域づくり

１ 健康で暮らせる地域づくりと地域医療等
の充実

安全・安心に暮らすことができる
住みやすい地域づくり

１　健康で暮らせる地域づくりと地域医療等の充実

２ 災害に強い基盤整備の推進・地域防災体
制の強化

２　災害に強い基盤整備の推進・地域防災体制の強化

地域資源や特性を活かし地域を
支える産業振興

１ 地域の強みを活かした観光コンテンツと
受入環境の充実

地域資源や特性を活かし地域を
支える産業振興

１　地域の強みを活かした観光コンテンツと受入環境の充実

２ 地域の特性を活かし、皆があこがれる農
業の実践

２　地域の特性を活かし、皆があこがれる農業の実践

３ 地域資源のフル活用を目指した林業・林
産業への転換

３　地域資源のフル活用を目指した林業・林産業への転換

伝統を守り未来を見据えた持続
可能な地域づくり

１ 伝統芸能の保存・継承の促進

伝統を守り未来を見据えた持続
可能な地域づくり

１　伝統芸能の保存・継承の促進

２ ゼロカーボン社会に向けた取組の促進

２　ゼロカーボン社会に向けた取組の促進

３ 小規模町村等との連携
３　小規模町村等との連携

高速交通網開通の効果を地域づ
くりに最大限に活かす基盤整備

１ 人材や企業を呼び込む「つながり」の創出
と地域の魅力発信

高速交通網開通の効果を地域づ
くりに最大限に活かす基盤整備

１　人材や企業を呼び込む「つながり」の創出と地域の魅力発信
・人材を基軸としたつながりの創出のため、地域で活躍する人材の掘り起こしを実施
・南信州の認知度向上に向けた県民参加型予算事業の更なる展開
  ※日本一コンテンツ普及・発信
  ※南信州メディカルバレー構想(仮称)の横展開
・中京圏における南信州の認知度向上プロモーションの実施

２ 高速交通網を活かす道路交通基盤整備
２　高速交通網を活かす道路交通基盤整備

３ リニアバレー構想を実現するための取組
の推進

３　リニアバレー構想を実現するための取組の推進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南信州地域の横断的な課題
　【令和５年度】 　【令和６年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱 Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてます。



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・地域材の高付加価値化の推進
・適切な森林整備や計画的な森林資源の利用
・持続可能な社会に向けた地域材の普及啓発、需要拡大

２　林業・木材産業の人材育成

・木曽地域材製品の開発を通じた人材確保・育成
・木曽谷・伊那谷フォレストバレーを見据えた３校連携の推進

・木質バイオマスの利用促進に向けた普及啓発
・農業用水を活用した小水力発電のPR・現地研修の開催
・計画的な主伐・再造林による資源の循環利用

・安全安心な木曽路歩行ルートの確保と情報発信
・日本遺産の活用をはじめとした広域的な観光振興
・中京・関西圏における木曽地域観光の魅力発信

２　御嶽山の魅力発信

・御嶽山ビジターセンターの活用と国定公園化を見据えた地域の機運醸成や県外でのPRイベントの開催
・御嶽山活用のための環境整備

・道路ネットワークとして災害時の迂回路等多くの機能を持つ木曽川右岸道路及び姥神峠道路の整備
・河川・砂防・治山・農業用施設の整備や貯水タンク設置の取組等
・木曽合同庁舎防災行動計画の策定、長野県災害対策本部木曽地方部総合防災訓練・災害時医療救護訓
練の実施

・御嶽山防災力強化計画に基づく安全対策の促進
・御嶽山ビジターセンター（やまテラス王滝）の活用対策、火山マイスターの活動支援
・名古屋大学御嶽山火山研究施設への支援

２　協働による地域づくりの推進

・リニア中央新幹線岐阜県駅の活用を目指した取組
・木曽地域と中京圏との交流による木曽川上下流交流の促進
・多様な主体と連携した地域づくりの推進

・人口減少を見据えた新たな広域連携の構築・推進
・広域ネットワークとしての機能を持つ木曽川右岸道路及び姥神峠道路の整備
・木曽地域公共交通利便増進実施計画（アクションプラン）の策定

２　御嶽山安全対策

人口減少下における持続可能な地
域づくり

木曽らしさを活かした観光振興

１　日本遺産を活かした観光地域づくりと広域
観光の推進

木曽らしさを活かした観光振興

１　日本遺産を活かした観光地域づくりと広域観光の推進

２　御嶽山の魅力発信

地域防災力・減災力の強化

１　地域の強靭化

地域防災力・減災力の強化

１　地域の強靭化

２　御嶽山安全対策

・県保健師の町村派遣の検討、町村保健師の人材育成支援
・児童、生徒に対するキャリア教育の推進による人材確保
・地域の食材（木曽牛・すんき等）を活用した魅力発信
・移住相談会、意向調査などによる移住促進

２　人材の確保等

３　協働による地域づくりの推進

４　広域連携の推進

３　広域連携の推進、地域公共交通の確保

１　道路整備、公共交通の確保

人口減少下における持続可能な地域づくり

１　人材の確保、移住の促進

林業・木材産業の振興と森林資源を
活かした二酸化炭素吸収源の確保

１　林業・木材産業の振興

林業・木材産業の振興と森林資源を活かした
二酸化炭素吸収源の確保

１　林業・木材産業の振興

２　林業・木材産業の人材育成

３　地域資源を活かした自然エネルギーへの
転換、CO2排出抑制

３　地域資源を活かした自然エネルギーへの転換、二酸化炭素排出抑制

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

木曽地域の横断的な課題
　【令和６年度】

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてます。



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・信州まつもと空港からのレンタカー利用者を対象とした特典クーポン付きドライブ観光パスポート事業による周遊観
光・観光消費の促進
・ジェット化30周年を契機とした就航先からの旅行者等を対象とする管内市村の特産品や観光資源を取り扱った物
産展の実施

・アフターコロナにおける航空・観光需要に対応した就航先でのイベント等による空港利用促進ＰＲの実施
・地元特産品（伝統工芸品・ワイン等）を活用した観光誘客等
・信州まつもと空港における賑わいの創出・活性化

・新基準を適用した滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）の整備（灯火本工事等の実施）
・国際チャーター便誘致に係る入国審査用施設の整備（本体工事等の実施）
・国民スポーツ大会、全国障がい者スポーツ大会開催に向けた松本平広域公園陸上競技場の整備（本体工事等）

・糸魚川-静岡構造線断層帯等による大規模地震を想定した防災意識醸成に向けた講演会等の開催
・「焼岳火山防災協議会」「乗鞍岳火山防災協議会」による火山防災避難計画に基づく訓練の実施
・「焼岳火山防災協議会」における安全確保対策の検討、火山防災避難計画の見直し

・ 国、岐阜県と連携した乗鞍岳火山緊急減災対策砂防計画に基づく予防対策（備蓄ブロック製作及び保管ヤード
の整備）の実施（施設配置等の検討）
・予防型インフラメンテナンスへの転換に伴う橋梁（善知鳥橋（塩尻市上西条）含む47橋）の修繕（設計、工事）
・災害発生時の自主避難計画（地区防災マップ）の作成支援

・「水」をテーマにした松本地域の地域資源を活用したカードラリー、デジタルスタンプラリー、モニターツアーの実施
・「近代化遺産」をテーマにした松本地域の地域資源を活用したカードラリーの実施
・自転車を活用した観光を促進するための地域コンセプトの検討・策定
・国等の関係機関と連携した「松本高山ビッグブリッジ構想」に係る「北アルプス・トラバースルート」ロゴの積極活用
等による観光ＰＲの推進

・国道143号青木峠バイパスの整備（用地補償等）、158号狸平トンネルの整備（トンネル工事等）、153号両小野バイ
パスの調査等（課題整理等）
・松本糸魚川連絡道路「安曇野道路」の整備（道路・橋梁詳細設計、環境調査等）
・産業・観光拠点とインターチェンジを結ぶアクセス道路（安曇野市穂高 富田橋（橋梁下部工事等））の整備

・地域農産物の安定生産を支える「農業用水施設」や特産品と人々の交流を育む「棚田」を将来につなぐための活
動支援
・環境にやさしい農業技術に係る展示ほの設置
・気象災害軽減技術に係る展示ほの設置

・地方回帰の動きを捉えるための移住・定住相談会など広域的な移住促進対策への支援
・緑肥作物を活用した農地被覆による風食防止対策の普及拡大及び有識者の提案による新たな被覆資材の検討
・「松本大北地域 出産・子育て安心ネットワーク協議会」による地域の実情に応じた妊産婦支援に関する情報発信
等の実施

・公共交通活性化協議会松本地域部会で地域公共交通計画における交通体系の保証品質等の検討
・教育関係者等を対象とする環境教育プログラムの提供による実践的な環境学習の普及拡大
・市村等と協働したゼロカーボンミーティングの開催等による脱炭素社会の構築に向けた普及啓発
・生活必需品の木質製品への転換（ウッドチェンジ）やカラマツの主伐等による素材生産の推進
・ EV化を含めた公用車管理を効率的かつ経済的に行うため、配車制御＆充電マネジメントシステムを導入し、公用
車の集中管理（所有の一元化を検討）の推進

２　移住・定住の促進と中山間地域の魅力向上

３　地域の特性を活かしたサステナブルなまち・
むらづくりへの支援

３　地域の特性を活かしたサステナブルなまち・むらづくりへの支援

大規模地震・噴火・水害等の発生に
備えた対策の充実・強化

１　防災意識や災害対応能力の向上

大規模地震・噴火・水害等々の発生に備
えた対策の充実・強化

１　防災意識や災害対応能力の向上

２　県土強靱化の推進

地域ブランドを活かしたゆたかな暮ら
しと移住への取組

１　特産品等を活かした産業振興

地域ブランドを活かしたゆたかな暮らしと
移住への取組

１　特産品等を活かした産業振興

２　移住・定住の促進と中山間地域の魅力向上

中部山岳エリアにおける広域的な観
光振興と交通網の整備

１　県内各地域や隣接県と連携した広域的な観
光振興

中部山岳エリアにおける広域的な観光振
興と交通網の整備

１　県内各地域や隣接県と連携した広域的な観光振興

２　広域連携の促進を目指した道路ネットワーク
の整備

２　広域連携の促進を目指した道路ネットワークの整備

２　空港利用の促進

２　空港利用の促進

３　空港の魅力向上と周辺施設の整備

３　空港の魅力向上と周辺施設の整備

２　県土強靱化の推進

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

信州まつもと空港の利用促進と拠点
整備の推進

１　空港を利用して来県される観光客の周遊観
光振興

信州まつもと空港の利用促進と拠点整備
の推進

１　空港を利用して来県される観光客の周遊観光振興

松本地域の横断的な課題
　【令和６年度】

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてます。



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・地域在来品種（クレソン、小谷にんにく等）の特産化の推進
・北アルプス地域農産物の海外への販路拡大へ向けた取組を推進
・北アルプス山麓ブランドの活性化の推進

・広葉樹林業のビジネス化の推進

・高校デュアルシステムの推進支援
・高校・大学生を対象とした大北地域企業説明会の開催

・北アルプス地域滞在型周遊観光キャンペーン事業の実施（県民参加型予算）
・北アルプスサイクルツーリズムの推進（情報発信、矢羽根型路面表示、路肩整備等）
・白馬駅前無電柱化事業等により街並整備を推進し、地域活性化のためのイベントを開催
・大町市中央通り線の街路再構築に向けた取組への支援
・（一社）HAKUBAVALLEY TOURISM等の取組を支援
・山岳環境の保全・整備の推進（登山道整備への支援、登山マナーカードの配布等）

・農業水利施設の歴史等を学ぶ体験学習を支援
・北アルプス山麓スイーツによる誘客を推進
・北アルプス国際芸術祭への支援

・「北アルプスの麓で暮らし働く大相談会」の開催
・北アルプス地域「農ある暮らし」の推進
・地域おこし協力隊員の交流会、市町村担当者勉強会、起業塾の開催
・中・高校生等を対象とした医療、介護・福祉、建設等の仕事の魅力を伝えるための講座や見学会を開催
・県教育委員会との連携による県立白馬高等学校への支援

・持続可能で最適な地域公共交通システム構築の検討（公共交通活性化協議会地域部会の開催等）
・JR大糸線利用促進に向けた取組を支援し、北陸新幹線敦賀延伸に伴う観光PR実施に向けた他圏域との連携を検討

・再生可能エネルギーの導入を支援（太陽光発電施設設置等への補助、信州健康ゼロエネ住宅の推進、木材の地域内利
用促進及び農業用水を活用した小水力発電施設の設置）
・大北地域ゼロカーボンミーティング、講習会等の開催

・防災・減災対策の推進（砂防堰堤等の整備や道路落石対策等の実施、田んぼダムなど流域治水の取組等）
・災害対応に係る連携の強化や訓練の実施（地域防災マップ作成の支援や地震防災訓練・災害医療救護訓練等の実施等）

・障がい者スポーツ（ボッチャ等）体験講習会の実施等
・子どもの居場所を支える取組（フードドライブ、ライフドライブ等）の実施

・北アルプス地域ACEフォーラム（食育フォーラム含む）の開催
・シニアの社会活動（まちの縁側講座の開催、情報発信）を促進

４　生涯を通じた学びや地域活動の支援と共生社会に向けた取組

５　地域住民の健康づくりとシニアの居場所づくりの推進

地域防災力の向上及
び流域治水などによ
る防災、減災対策を
推進

１　住民の防災意識や地域防災力
の向上

地域の中で安心して
生活できる環境を整
え、次の世代につなぐ

１　地域公共交通の支援とJR大糸線の利用促進

２　観光地の災害対策の推進

２　ゼロカーボンに向けた取組の推進

３　砂防施設等の整備、緊急輸送道路の防災機能強化と地域防災力の向上

多様な暮らし方・働き
方の提案による移住
定住の推進・地域人
材の確保

１　若者の定住・定着支援、地域を
支える人材の育成・確保

観光誘客や移住者増
加につながる地域の
魅力を高め、発信す
る

１　長期滞在型観光の推進とインバウンドの復興支援

２　ライフスタイルの発信、つながり
人口の創出・拡大による移住・定
住の推進

２　観光分野におけるSDGｓや農観連携等の推進

３　誰もが安心して暮らすための環
境整備の推進

３　移住・定住の促進と人材の確保

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

地域の特色を活かし
た山岳観光地域づくり
の推進

１　「2050ゼロカーボン」の実現に
向けた世界標準のRE100リゾート
推進

農業、林業、製造業
などの稼ぐ力を高め
る

１　地域特産物のブランド化の推進

２　地域の特色を活かした観光地
域づくりと広域観光の推進

２　健全な森林の育成と広葉樹材など森林資源の利活用の推進

３　広域型DMO（HAKUBAVALLEY
TOURISM)の取組支援

３　中小企業の経営基盤強化の支援と若者の地元企業への就職促進

北アルプス地域の横断的な課題
　【令和６年度】

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し

実施するものについては下線を引いてます。



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・排水機場や堤防強化などの整備による県土の強靭化
・水門の自動化・遠隔操作化や農業用ため池等を活用した雨水貯留
機能の確保等による流域治水の推進
・防災の専門家「赤牛先生」による地域住民対象の学習会の実施
・児童生徒を対象にした排水機場などの学習会の実施
・令和元年東日本台風災害復興イベントへの参画

・信州健康ゼロエネ住宅の普及
・農業用水路を活用した小水力発電施設の建設
・果樹せん定枝や栗の毬などのチップ化・炭化の促進
・くらしふと信州、連携中枢都市圏、NPO法人等との連携による「ゼロ
カーボンミーティング」等の開催

・体験型観光（アクティビティ等）をＰＲする動画の作成
・ＪＡＣ（Japan Alps Cycling）に関連する自転車道路の整備
・ワインや伝統文化などの体験を通じた地域の魅力発信
・戸隠神社奥社周辺や小布施市街地の歩道整備などの観光を支える
基盤の整備

・移住促進のための「長野地域移住虎の巻」（ＰＲ冊子）の活用、連携
中枢都市圏と連携した首都圏での移住・就職イベントへの参画
・市町村と連携したリゾートテレワークのＰＲや受入促進
・「職場いきいきアドバンスカンパニー認証制度」等を通じた働きやす
い環境づくりの推進

・産業支援機関と連携した事業所向けのDXセミナーの開催、きめ細か
な伴走支援
・公共事業等でのデジタル技術の活用や機械化への支援
・県情報サービス振興協会や県技術専門校等と連携したセミナーの
開催など産業人材の育成に向けたリスキリングの推進

・果樹産地を支える農業バイトアプリ「デイワーク」の普及啓発
・災害に強い産地づくりのため果樹園への防霜ファンの整備支援及び
林総などと連携した果樹の防霜対策技術の検討
・リンゴ、ブドウ、モモの生産拡大に向けた畑地灌漑施設の整備
・プロスポーツ団体などとの協働による果物の魅力発信
・飯綱町で取り組む「輝く農山村地域創造ＰＪ」への参画

Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

１　新たな需要に応える観光地域づくり

Ｒ６横断的な課題

１　新たな需要に応える観光地域づくり

２　移住者やつながり人口を呼び込む魅力的な地域づくり

長野地域の横断的な課題
　【令和６年度】

大規模災害の経験を生かした自然災
害に強い地域づくりの推進

１　防災・減災による安全安心な地域づくり

大規模災害の経験を生かした自然災害に強
い地域づくりの推進

１　防災・減災による安全安心な地域づくり

２　脱炭素地域づくり

２　脱炭素地域づくり

１　デジタル技術の活用による産業・経済の活性化やＤＸ人材の育成

２　「ながの果物語り」プロジェクトによる果樹振
興

２　「ながの果物語り」プロジェクトによる果樹振興

ポストコロナ時代に選ばれる魅力的
な地域づくりの推進

ポストコロナ時代に選ばれる魅力的な地域
づくりの推進

２　移住者やつながり人口を呼び込む魅力的な
地域づくり

人口減少下にあってもデジタル技術
や地域の強みを生かした地域づくり
の推進

１　デジタル技術の活用による産業・経済の活
性化やＤＸ人材の育成

人口減少下にあってもデジタル技術や地域
の強みを生かした地域づくりの推進

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し



　【令和５年度】

Ｒ５横断的な課題 Ｒ５施策の柱

・おためしこどもカフェ実施事業＜推進費＞
・地元高校生向け「学び」・「起業」支援事業＜推進費＞

・地域おこし協力隊等定着支援事業＜推進費＞
・中高生就労促進事業＜建設部＞
・創業等応援減税に係る創業認定＜産業労働部＞

・移住推進担当者スキルアップ研修事業＜推進費＞
・市町村空家対策サポート事業、あんしん空き家流通促進事業＜建設
部＞

・北信州おいしい食材フェア2024＜推進費＞
・雪室利活用プロジェクト事業＜推進費＞
・産地生産基盤パワーアップ事業＜農政部＞

・周遊観光のための情報発信事業＜推進費＞
・良質な酒米や仕込み水を育む「北信州」情報発信事業＜推進費＞

・「秋山郷」情報発信事業＜推進費＞
・広域サイクリング推進事業＜推進費＞

・地元高校生向け「学び」・「起業」支援事業（再掲）
・中高生就労促進事業（再掲）
・次代の農業を支える担い手支援事業＜農政部＞

・除雪作業の安全対策普及促進事業＜推進費＞
・雪室利活用プロジェクト事業（再掲）
・克雪住宅普及促進事業＜建設部＞

・「ひくシオたすベジ北信州」キャンペーン＜推進費＞
・JR飯山線利用活性化事業＜推進費＞

・信濃川水系緊急治水対策プロジェクト事業＜建設部＞
・県営・団体営農村地域防災減災事業＜農政部＞
・治山事業＜林務部＞

・地域資源を活かしたゼロカーボンの推進事業＜推進費＞
・積雪に対応した太陽光発電設置促進＜環境部/一部県民参加型＞
・住宅オールZEH化推進事業＜建設部＞

３　地域資源を活かしたゼロカーボンの推進

２　保健・医療・介護、公共交通等の生活基盤の維持

３　安全・安心を確保するための県土の強靭化

４　地域資源を活かしたゼロカーボンの推進

１　雪対策の推進

収益性の高い農業・国際競争力の高い観光
業の振興

２　付加価値の高い通年型観光の推進

３　圏域を越えた広域観光の推進

４　産業の担い手の確保・育成

１　農産物の生産・消費拡大の推進

北信州の自然を活かした観光の振興

雪国の暮らしを支える生活基盤の維
持と確保

雪国の暮らしを支える生活基盤の維持と確
保

１　雪対策の推進

２　保健・医療・介護や公共交通等の生活基盤
の維持

１　地域資源を活用した観光の推進

２　広域観光と通年型観光の地域づくり

Ｒ６横断的な課題 Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）

１　郷土愛を育み、子育て世代が安心して暮らせる地域づくりの推進

２　キャリア教育や起業、就労の場の確保の推進

北信地域の横断的な課題
　【令和６年度】

人々が、交流し活躍する暮らしの推進

３　移住者、つながり人口創出の推進

北信州に生まれ・育ち・集まる人々
が、交流し活躍する暮らしの推進

１　郷土愛を育み、子育て世代が安心して暮ら
せる地域づくりの推進

２　キャリア教育や起業、就労の場、次代の担
い手の確保の推進

３　移住、つながり人口創出の推進

※Ｒ６施策の柱（主な事業概要案）の中で特に他の現地機関を統括し


